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文化帝国主義という言説
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は
じ
め
に

　

文
化
帝
国
主
義
と
は
、
政
治
学
、
経
済
学
等
で
用
い
ら
れ
た
「
帝
国
主
義
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
帝
国
主
義
は
、
元
来
他
の
民
族
や
国
家
を
征
服
す
る
、
あ
る
い
は
支
配
す
る
よ
う
な
体
制
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
近
年
で
は
、

圧
倒
的
な
政
治
力
、
軍
事
力
を
背
景
に
世
界
に
強
大
な
影
響
力
を
行
使
す
る
よ
う
な
状
況
を
指
し
て
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
構
造
的
帝
国
主
義
と
い
う
概
念
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
進
諸
国
に
よ
る
発
展
途
上
諸
国
に
対
す
る
経
済
的
な
支

配
の
構
造
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（1
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
文
化
帝
国
主
義
は
、
一
般
に
非
軍
事
的
な
間
接
的
な
支
配
、
特
に
文
化
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
を
通
し
て
の
巧
み
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
操
作
、
時
に
は
半
強
制
的
な
押
し
つ
け
や
影
響
を
指
し
て
い
る（2
（

。
文
化
帝
国
主
義

に
類
す
る
概
念
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
帝
国
主
義
、
情
報
帝
国
主
義
、
文
化
植
民
地
主
義
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
帝
国
主
義
等
が
あ
る（3
（

。
本
稿
で
は
、
あ
る
程
度
市
民
権
を
得
て
、
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
文
化
帝
国
主
義
、

あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

今
日
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
た
先
進
諸
国
の
生
産
す
る
知
的
、
文
化
的
な
生
産
物
が
世
界
の
メ
デ
ィ

ア
市
場
、
情
報
市
場
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
が
南
北
間
の
経
済
格
差
や
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
を
生
み
出
し
て
い
る
。

先
進
諸
国
が
掌
握
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
ソ
フ
ト
、
情
報
に
発
展
途
上
諸
国
は
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
と
か
く
文
化
帝
国
主
義
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
文
化
帝
国
主
義
の
主
犯
格
と
し
て
名

指
し
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他
で
も
な
い
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　

で
は
、
文
化
帝
国
主
義
論
は
、
果
た
し
て
何
を
問
題
と
し
て
提
起
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
番

組
が
、
発
展
途
上
諸
国
に
お
け
る
放
送
時
間
帯
の
多
く
を
占
め
る
こ
と
が
問
題
な
の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
そ
れ
ら
の
民
衆
の
意
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識
に
入
り
込
み
、
彼
ら
の
価
値
観
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
問
題
な
の
か
。
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
流
の
資
本
主
義
的
文
化
が
、
そ
れ

ら
の
国
々
の
伝
統
文
化
を
破
壊
し
か
ね
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
か
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
照
ら
し
て
、
文
化
帝
国
主
義
と
い
う
言
説
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

１　

文
化
帝
国
主
義
と
は
何
か

　

帝
国
主
義
と
は
、
そ
も
そ
も
他
の
民
族
の
支
配
と
領
土
の
拡
張
を
特
徴
と
す
る
ロ
ー
マ
帝
国
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
等
の
支
配
形
態

を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
、
西
欧
諸
国
が
植
民
地
に
権
益
を
確
保
し
、
領
土
権
を
拡
大
し
て
い
く
現
象
を

指
す
よ
う
に
な
る（（
（

。
列
強
と
呼
ば
れ
た
西
欧
諸
国
は
、
市
場
と
資
本
の
投
資
先
、
原
料
を
求
め
て
海
外
進
出
を
図
り
、
植
民
地
と
い

う
形
で
の
支
配
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
植
民
地
競
争
と
帝
国
主
義
的
戦
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た（（
（

。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
植
民

地
体
制
の
崩
壊
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
解
体
等
に
よ
っ
て
、
旧
来
型
の
帝
国
主
義
は
終
焉
し
た
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

完
全
に
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
装
い
を
新
た
に
再
び
そ
の
姿
を
現
す
る
に
至
っ
て
い
る（6
（

。

　

新
植
民
地
主
義
と
で
も
称
す
べ
き
今
日
の
帝
国
主
義
は
、
直
接
的
な
軍
事
介
入
は
最
後
の
手
段
と
な
り
、
外
国
の
民
衆
を
支
配
す

る
の
に
経
済
お
よ
び
文
化
的
な
方
策
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
い
う
場
合
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主

義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
、
普
及
と
そ
れ
に
よ
る
世
界
経
済
市
場
の
直
接
的
、
間
接
的
な
支
配
を
指
し
て
い
る（7
（

。
発
展
途
上
諸
国
は
、

今
日
の
こ
の
よ
う
な
経
済
帝
国
主
義
を
、
彼
ら
の
経
済
成
長
と
自
立
を
阻
む
新
帝
国
主
義
と
し
て
強
く
非
難
し
て
い
る
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
新
た
な
帝
国
主
義
的
支
配
の
一
環
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
文
化
帝
国
主
義
、
つ
ま
り
文
化
や

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
分
野
で
起
こ
っ
て
い
る
帝
国
主
義
的
支
配
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
少
し
長
く
な

る
が
、
文
化
帝
国
主
義
を
定
義
し
て
お
く
と
、「
先
進
国
の
文
化
、
特
に
資
本
主
義
の
象
徴
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
に
よ
っ
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て
、
主
に
発
展
途
上
国
の
地
域
文
化
、
伝
統
文
化
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
文
化
的
自
律
性
、
独
立
性
が
奪
わ
れ
た
り
、
ま
た

文
化
的
に
支
配
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
、
さ
ら
に
そ
の
推
進
役
と
し
て
の
多
国
籍
企
業
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
経
済
的
、
文
化

的
支
配
の
過
程
」
で
あ
る
。

　

文
化
帝
国
主
義
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
南
北
問
題
に
関
す
る
共
通
の
論
題
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
文
化
帝
国
主
義
論
は
反
米
的

な
感
情
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
侵
略
に
対
す
る
警
戒
感
、
反
近
代
化
論
的
な
議
論
と
相
ま
っ
て
、
新
世
界
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

秩
序
を
め
ぐ
る
抗
争
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
も
な
っ
た（8
（

。
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
委
員
会
が
、
文
化
と
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
帝
国
主
義
的
支

配
に
つ
い
て
「
一
部
の
強
力
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
し
た
国
々
が
、
そ
の
優
越
性
を
利
用
し
て
、
他
の
国
々
の
国
家
的
独
自
性

を
脅
か
す
、
あ
る
種
の
文
化
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
配
を
行
っ
て
い
る（9
（

」
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
辺
り
の
事
情

を
指
し
て
い
る
。

２　

文
化
帝
国
主
義
を
め
ぐ
る
言
説

　

文
化
帝
国
主
義
論
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ョ
ン
・
ト
ム
リ
ン
ソ
ン
は
、
文
化
帝
国
主

義
に
関
す
る
言
説
を
次
の
四
つ
に
分
類
し
て
い
る（（（
（

。

　

ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
と
し
て
の
文
化
帝
国
主
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
を
文
化
帝
国
主
義
に
つ
い
て
議

論
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
文
化
の
メ
デ
ィ
ア
が
他
の
文
化
の
メ
デ
ィ
ア
を
支
配
す
る
と
い

う
こ
と
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
文
化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
普
及
し
て
ゆ
く
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
文

化
的
支
配
の
過
程
に
お
い
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
持
つ
影
響
力
が
議
論
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。

　

次
に
、
国
家
に
関
す
る
言
説
と
し
て
の
文
化
帝
国
主
義
で
あ
る
。
あ
る
国
家
社
会
の
内
的
な
文
化
が
、
外
国
の
文
化
に
よ
っ
て
影
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響
、
浸
食
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
議
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
国
民
文
化
、
地
域
文
化
、
伝
統
文
化
は
何
か
と
い
う
本
質
を

問
い
、
ま
た
文
化
的
支
配
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ず
る
の
か
、
何
に
対
し
て
行
わ
れ
る
の
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
に
対
す
る
批
判
と
し
て
の
文
化
帝
国
主
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
よ
る

議
論
で
あ
り
、
資
本
主
義
と
そ
の
権
化
た
る
ア
メ
リ
カ
が
、
帝
国
主
義
的
権
力
を
行
使
し
て
い
る
と
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従
属
論

的
な
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
資
本
主
義
国
か
ら
、
労
働
力
と
交
換
す
る
た
め
に
発
展
途
上
諸
国
に
提
供
さ
れ
る
文
化

的
商
品
は
、
低
俗
な
も
の
で
満
ち
て
い
る
と
い
う
論
理
が
展
開
さ
れ
る
。
資
本
主
義
の
拡
張
は
、
消
費
文
化
の
普
及
を
伴
う
も
の
で
、

そ
の
背
後
に
は
、
国
家
を
越
え
た
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
済
的
な
押
し
つ
け
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
近
代
化
を
批
判
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
文
化
帝
国
主
義
を
論
ず
る
言
説
で
あ
る
。
近
代
化
は
、
文
化
的
均
質
化
を
生
み

出
し
、
そ
れ
が
世
界
的
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
、
マ
ス
化
（
大
衆
化
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
化
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
（、
合
理
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
個
人
主
義
、
主
意
主
義
等
の
様
々
な
側
面
を
持
つ

近
代
的
な
生
活
様
式
が
、
世
界
を
覆
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　

ト
ム
リ
ン
ソ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
、
文
化
論
、
ネ
オ
・
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
的
資
本
主
義
・
消
費
文
化
批
判
、
そ
し

て
近
代
化
批
判
と
い
う
四
つ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
文
化
帝
国
主
義
を
詳
細
に
吟
味
し
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、

彼
も
承
知
し
て
い
る
よ
う
に
文
化
帝
国
主
義
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
流
れ
が
完
全
に
個
別
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
な

り
の
部
分
で
重
複
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
文
化
帝
国
主
義
と
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
の
異
同
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

　

文
化
帝
国
主
義
論
に
お
い
て
、
文
化（（（
（

は
資
本
主
義
文
化
な
る
も
の
の
総
体
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

も
の
が
含
ま
れ
て
く
る
。
資
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
資
本
主
義
文
化
、
消
費
文
化
、
そ
れ
ら
の
権
化
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
、

そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
商
品
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
の
消
費
財
、
娯
楽
産
業
と
し
て
の
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デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、
漫
画
・
コ
ミ
ッ
ク
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
生

産
物
、
ソ
フ
ト
、
広
告
と
宣
伝
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
そ
れ
自
身
な
ど
で
あ
る
。

　

文
化
帝
国
主
義
と
い
う
場
合
は
、
い
わ
ば
こ
れ
ら
文
化
の
総
体
に
よ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
代
弁
す
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
他
の
文
化
に
対
す
る
帝
国
主
義
的
支
配
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
文
化
帝
国
主
義
的
支
配
を
指
す

表
現
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
、
文
化
の
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
化
」（

（（
（

で
あ
る
。
一
方
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
と
い
う
場
合
に
は
、
文

化
の
一
部
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
、
あ
る
い
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
生
産
物
、
番
組
ソ
フ
ト
、
そ
れ
ら
の
生
産
と
流
通
、
あ
る
い
は
文
化

帝
国
主
義
的
支
配
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
他
国
の
文
化
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
支
配
を
指
す
も
の
と

い
え
る
。

３　

文
化
帝
国
主
義
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
理
論

　

⑴　

文
化
帝
国
主
義
と
多
国
籍
企
業
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

　

文
化
帝
国
主
義
を
論
じ
た
研
究
者
の
一
人
に
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｉ
・
シ
ラ
ー
が
い
る
。
彼
は
、
資
本
主
義
批
判
の
視
点
か
ら
文
化

帝
国
主
義
を
論
じ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
基
盤
を
お
く
多
国
籍
企
業（（（
（

が
、
特
に
軍
な
ど
と
結
託
し
て
、
発
展
途
上
諸
国
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
両
面
で
の
依
存
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的
自
律
性
を

損
な
う
恐
れ
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　

シ
ラ
ー
は
、
文
化
帝
国
主
義
を
「
あ
る
社
会
が
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
る
過
程
全
体
」（

（（
（

と
定
義
し
、
国
家
・
社
会
が
、

そ
の
意
思
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
第
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
市
場
へ
と
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
支
配
的
な
価
値
に
合
わ
せ
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
、
否
応
な
し
に
支
配
の
構
造
に
組
み
込
ま
れ
る
状
態
と
捉
え
て
い
る
。
彼
の
議
論
の
根
底
に
あ
る
の
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は
、
支
配
の
概
念
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
の
議
論
で
は
、
支
配
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
軍
事
的
占
領
、
経
済
的
支
配
等

に
よ
る
植
民
地
支
配
よ
り
も
、
文
化
を
通
し
た
支
配
の
方
が
効
果
的
で
、
効
率
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
に
よ
る
植
民
地
支
配
が
終
焉
し
、
第
二
次
大
戦
後
は
政
治
力
、
経
済
力
、
軍
事
力
、
さ
ら

に
は
情
報
の
分
野
に
お
い
て
も
権
力
を
握
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
帝
国
的
支
配
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
の
活
動
を
支
え
て
き

た
の
は
他
で
も
な
い
多
国
籍
企
業
で
あ
る
。
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
資
本
主
義
経
済
市
場
は
、
国
際
分
業
化
さ
れ
、
体
系
化

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
多
国
籍
企
業
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
シ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
い
ま
や
こ
の
多
国
籍
企
業
が
世

界
経
済
を
支
配
し
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
管
理
し
、
運
営
し
て
い
る（（（
（

。
多
国
籍
企
業
は
、
資
本
と
技
術
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
移
転
す
る
だ
け
で
な
く
、
思
想
、
価
値
、
信
条
、
お
よ
び
趣
味
等
を
取
り
混
ぜ
た
社
会
的
、
文
化
的
な
商
品
を
市
場
に
送

り
出
す
一
方
、
あ
る
国
の
文
化
を
商
業
化
し
、
生
産
手
段
を
左
右
し
、
社
会
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
文
化
的
支
配
を
行
っ
て

い
る
主
犯
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　

ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
と
軍
は
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
駆
使
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
を
自
ら
に
有
利
に
働
く
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た（（（
（

。
シ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
状
況
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
面
で
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存
を
高
め
、
そ
れ
は
新
た
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
生
産
物
へ
の
要
求
を
生
み
出
し
、
ま
す
ま
す
ア
メ
リ

カ
製
の
テ
レ
ビ
番
組
の
輸
入
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
繫
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
メ
デ
ィ
ア
生
産
物
は
、
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
宣
伝
す

る
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
が
ア
メ
リ
カ
的
な
生
活
を
享
受
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
そ
の
た
め
に
受
け
手

を
操
作
し
、
彼
ら
を
資
本
主
義
生
産
物
の
「
良
き
」
消
費
者
に
仕
立
て
上
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る（（（
（

。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
ま

さ
に
多
国
籍
企
業
の
広
告
と
宣
伝
の
た
め
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
別
の
角
度
か
ら
文
化
帝
国
主
義
論
を
展
開
す
る
オ
リ
バ
ー
・
ボ
イ
ド
・
バ
レ
ッ
ト
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
に
着
目
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し
て
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
の
言
説
を
展
開
し
て
い
る
。
彼
は
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
を
「
あ
る
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
所
有
、
構
造
、
分

配
、
内
容
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
総
て
が
、
他
の
国
、
あ
る
い
は
国
々
の
メ
デ
ィ
ア
企
業
に
よ
る
強
力
な
外
的
圧
力

に
一
方
的
に
晒
さ
れ
て
い
る
過
程
」（

（（
（

と
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
と
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
所
有
、
さ

ら
に
そ
の
生
産
物
、
内
容
等
を
通
し
て
、
あ
る
国
の
メ
デ
ィ
ア
、
文
化
が
他
国
に
よ
っ
て
一
方
的
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
を
指

し
て
い
る
。

　

シ
ラ
ー
は
、
資
本
主
義
の
権
化
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
多
国
籍
企
業
に
よ
る
文
化
の
商
品
化
、
消
費
者
の
創
出
、
こ
れ
ら
の
過

程
を
通
し
た
文
化
的
支
配
、
な
ら
び
に
間
接
的
な
経
済
的
支
配
、
そ
の
お
先
棒
を
担
ぐ
多
国
籍
的
な
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
働
き
、
こ

れ
ら
総
て
の
過
程
を
文
化
帝
国
主
義
と
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ボ
イ
ド
・
バ
レ
ッ
ト
は
、
従
属
と
依
存
の
関

係
が
国
家
間
の
メ
デ
ィ
ア
と
情
報
の
不
平
等
に
も
現
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
が
所

有
す
る
国
際
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
、
雑
誌
、
映
画
等
に
よ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
な
権
力
の
行
使
を

問
題
と
し
、
そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主
義
と
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

　

⑵　

文
化
帝
国
主
義
と
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』

　

シ
ラ
ー
と
ボ
イ
ド
・
バ
レ
ッ
ト
は
、
文
化
帝
国
主
義
の
制
度
的
な
側
面
に
着
目
し
た
議
論
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
生
産
物
の
内
容
面
か
ら
文
化
帝
国
主
義
を
論
じ
た
議
論
が
あ
る
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
活
躍
し
て
き
た
研
究
者

で
あ
る
ア
リ
エ
ル
・
ド
ル
フ
マ
ン
と
ア
ル
マ
ン
・
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
に
よ
る
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
の
議
論
が
そ
の
典
型
で

あ
る（（（
（

。

　
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
漫
画
の
世
界
に
文
化
帝
国
主
義
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る（（（
（

。
こ
の
著
書
で
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
漫
画
に
描
か
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
が
列
挙
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
れ
ら
は
、
お
金
と
消
費
主
義
に
対
す
る
強
迫
観
念
、
西
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洋
の
冒
険
家
た
ち
が
無
尽
蔵
の
宝
庫
と
し
て
憧
れ
る
異
国
の
第
三
世
界
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
し
て
幼
児
化
し
て
描
か
れ
る
第
三
世

界
の
人
び
と
、
倫
理
的
に
正
当
化
さ
れ
た
資
本
家
階
級
、
反
共
的
・
反
革
命
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
従
属
的
な
存
在
と
し
て
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
に
描
か
れ
る
女
性
で
あ
る
。

　

シ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
」
と
い
う
「
価
値
中
立
的
」
な
は
ず
の
漫
画
に
は
、
人
種
差
別
、
侵
略
主
義
、
強
欲
、

傲
慢
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
。
彼
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ド
ル
フ
マ
ン
と
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
を
支
持
す
る（（（
（

。

　

二
人
の
研
究
者
が
読
破
し
た
本
の
四
分
の
三
以
上
が
、
金
鉱
探
し
の
冒
険
を
筋
書
き
に
し
て
い
た
。
残
り
の
二
五
％
の
本
の
主
人
公
は
、

カ
ネ
や
女
を
奪
い
合
う
。
話
の
舞
台
と
い
え
ば
、
半
分
が
地
球
外
の
空
想
の
世
界
で
、
半
分
が
未
開
人
の
住
む
外
国
だ
。
主
人
公
は
い
ず
れ

も
男
で
、
か
れ
ら
は
︱
︱
ピ
グ
ミ
ー
［
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
種
の
小
人
族
］
を
例
外
と
す
れ
ば
︱
︱
き
ま
っ
て
巨
漢
で
、
た
く
ま
し
い
。
し
か

も
、
か
れ
ら
は
子
ど
も
に
似
て
い
て
、
生
活
の
た
め
の
生
産
に
は
た
ず
さ
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
消
費
者
の
モ
デ
ル
な
の
だ
。

　

ド
ル
フ
マ
ン
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
漫
画
で
は
、
見
事
に
工
業
・
生
産
部
門
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
描
く
世
界
に
は
「
第
一
セ
ク
タ
ー
（
原
材
料
（
と
第
三
セ
ク
タ
ー
（
サ
ー
ビ
ス
（
し
か
な
く
、
そ
れ
は
ま
た
従
属
国

の
現
実
だ
か
ら
で
も
あ
る
」（

（（
（

。
そ
こ
に
は
︱
︱
第
三
世
界
は
原
材
料
の
輸
出
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
商
品
の
輸
入
国
で
も
あ
る
が

︱
︱
彼
ら
が
工
業
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
状
況
が
描
か
れ
て
お
り
、「
帝
国
主
義
が
低
発
展
世
界
に
対
し
て
、
生
産

的
・
歴
史
的
な
あ
り
方
を
禁
じ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
自
分
の
世
界
か
ら
、
生
産
的
・
歴
史
的
な
も
の
を
追
放
し
た
」
の
で
あ

る
（
（（
（

。

　

ド
ル
フ
マ
ン
と
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
の
こ
う
し
た
義
論
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
、
ア
メ
リ
カ
流
の
近
代
化
論
、
開
発
論
、

開
発
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
批
判
し
た
サ
ミ
ー
ル
・
ア
ミ
ン
や
ア
ン
ド
レ
・
Ｇ
・
フ
ラ
ン
ク
ら
の
「
中
心
︱
周
辺
論
」、
テ
オ
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ニ
ト
ス
・
ド
ス
サ
ン
ト
ス
ら
の
「
従
属
論
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
発
展
途
上
諸
国
、
特
に
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
の
低
開
発
状
態
の
基
底
に
あ
る
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
理
論
で
あ
る
。

　

ア
ミ
ン
は
、
中
心
︱
周
辺
論
の
視
点
か
ら
、「
周
辺
」
と
し
て
の
低
開
発
国
の
産
業
は
、
主
に
鉱
業
・
農
業
等
の
一
次
産
品
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
「
中
心
」
で
あ
る
先
進
諸
国
に
輸
出
し
、
そ
こ
か
ら
完
成
品
と
し
て
の
商
品
を
輸
入
す
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
先
進
諸
国
の
貿
易
は
先
進
諸
国
間
で
は
互
恵
的
に
行
わ
れ
る
が
、
低
開
発
国
の
貿
易
は
一
方
的
に
先
進
諸
国

に
依
存
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
先
進
諸
国
の
成
長
は
文
字
通
り
発
展
で
あ
る
が
、
一
方
の
低
開
発
国
の
成
長
は
「
低
開
発
の

発
展
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
市
場
の
発
展
に
お
い
て
低
開
発
国
は
成
長
に
乗
り
遅
れ
た
か
ら
低
開
発
な
の
で
は
な
く
、
先

進
諸
国
に
よ
っ
て
構
造
的
に
低
開
発
の
状
態
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る（（（
（

。

　

一
方
、
フ
ラ
ン
ク
は
、
発
展
途
上
諸
国
が
置
か
れ
て
い
る
今
の
低
開
発
国
状
態
を
先
進
諸
国
が
発
展
す
る
以
前
の
前
資
本
主
義
段

階
と
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
い
う
。
低
開
発
国
は
、
中
心
︱
周
辺
（
フ
ラ
ン
ク
に
お
い
て
は
中
枢
︱
衛
星
（
の

「
周
辺
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
低
開
発
な
の
で
あ
る
。
今
日
の
低
開
発
は
、「
中
心
」
と
「
周
辺
」、
つ
ま
り
先
進

諸
国
と
低
開
発
国
に
お
け
る
経
済
的
植
民
地
関
係
の
歴
史
的
所
産
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
心
︱
周
辺
の
構
造
は
、「
周
辺
」
の

中
に
も
中
心
︱
周
辺
を
作
り
出
す
。
周
辺
（
低
開
発
国
（
に
お
け
る
中
心
は
、
本
来
の
中
心
（
先
進
諸
国
（
の
独
占
的
構
造
と
搾
取

を
維
持
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
先
進
諸
国
は
、
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
浸
透
し
た
こ
の
構
造
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
発
展

と
支
配
階
級
の
富
裕
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　

さ
ら
に
、
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
従
属
国
の
低
開
発
の
現
実
を
近
代
化
モ
デ
ル
の
採
用
の
遅
れ
と
し
て
分
析
す
る
の
は
、

歴
史
認
識
の
誤
り
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う（（（
（

。
従
属
と
は
、
あ
る
国
の
経
済
が
、
支
配
的
な
国
家
の
経
済
的
な
発
展
と
拡
張

に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
服
従
を
強
い
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。
従
属
国
は
、
恒
常
的
に
支
配
国
の
搾
取
の
下
で
後
進
性
の
ま
ま
据
え
置

か
れ
る
。
そ
れ
は
国
際
分
業
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
料
・
農
産
物
の
産
出
国
と
工
業
製
品
を
生
産
す
る
国
の
間
の
国
際
分
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業
は
、
複
合
的
不
均
等
性
と
い
う
資
本
主
義
発
展
の
典
型
的
な
帰
結
の
一
つ
な
の
で
あ
る（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
議
論
に
共
通
す
る
の
は
、
発
展
途
上
諸
国
が
低
開
発
な
の
は
、
先
進
諸
国
か
ら
一
方
的
に
周
辺
に
位
置
付
け
ら
れ
、
従

属
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
固
定
化
さ
れ
、
恒
常
化
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
に
は
、

工
業
化
し
、
巨
額
の
資
金
、
高
度
な
技
術
、
優
秀
な
人
的
資
源
等
が
集
積
す
る
「
中
心
」（
先
進
諸
国
（
と
、
資
金
、
技
術
、
人
材

も
乏
し
く
ほ
と
ん
ど
工
業
化
が
進
ん
で
い
な
い
未
発
展
の
「
周
辺
」（
発
展
途
上
諸
国
（
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
中
心
に
よ
る
支
配
」

と
「
周
辺
の
従
属
」
と
い
う
「
中
心
︱
周
辺
」「
従
属
」
の
関
係
が
あ
る
。
先
進
諸
国
は
発
展
途
上
諸
国
か
ら
原
材
料
を
安
く
輸
入

し
、
そ
れ
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を
生
産
し
、
そ
れ
を
発
展
途
上
諸
国
に
売
り
付
け
る
と
い
う
構
造
が
で
き
あ
が
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
こ
う
し
た
植
民
地
以
来
の
関
係
が
続
い
て
い
る
。
発
展
途
上
諸
国
は
、
こ
の
関
係
を
打

破
し
て
独
自
の
開
発
を
し
な
い
限
り
、
低
開
発
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い（（（
（

。

　

上
記
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
話
を
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
に
戻
そ
う
。

　

従
属
国
は
、
先
進
諸
国
が
作
り
出
す
経
済
的
、
文
化
的
な
生
産
物
に
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
銅
を
輸
出
す
る
が
、
そ
の

銅
を
掘
り
出
す
た
め
の
機
械
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
先
進
諸
国
は
決
し
て
、
発
展
途
上
諸
国
の
経
済
発
展

を
可
能
に
す
る
よ
う
な
技
術
を
送
り
込
ん
で
は
こ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
結
局
、
従
属
国
は
そ
れ
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従

属
国
を
従
属
状
態
に
押
し
込
め
て
き
た
「
国
際
分
業
は
、
従
属
国
に
対
し
て
経
済
的
な
独
立
を
も
た
ら
す
よ
う
な
一
切
の
発
展
を
、

強
制
的
に
制
限
す
る
」（

（（
（

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
属
国
は
掘
削
の
た
め
の
機
械
を
購
入
す
る
と
と
も
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
も
輸
入
す

る
は
め
に
な
る
の
で
あ
る（（（
（

。

　

ド
ル
フ
マ
ン
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、「
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
権
力
に
つ
か
せ
る
こ
と
は
、
低
発
展
を
促
進

す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
世
界
の
人
び
と
の
日
々
の
苦
悩
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
自
由
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
な
か
で
、
永
遠
の
享
受
対
象

に
す
る
こ
と
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る（（（
（

。
そ
し
て
彼
ら
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
は
、
従
属
国
に
と
っ
て
は
、
消
費
財
と
と
も
に
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「
輸
入
さ
れ
た
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
半
強
制
的
に
輸
入
さ
せ
ら
れ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー

漫
画
と
文
化
的
消
費
財
は
、
ア
メ
リ
カ
的
消
費
主
義
、
資
本
主
義
的
価
値
が
発
展
途
上
諸
国
の
人
々
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
生
活

様
式
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
仄
め
か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

シ
ラ
ー
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る（（（
（

。

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
好
ん
で
「
子
ど
も
と
動
物
と
自
然
の
神
秘
な
ふ
れ
合
い
場
面
」
を
呼
び
物
と
す
る
大
自
然
を
背
景
に
伝
達

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
階
級
関
係
の
存
在
を
否
定
す
る
か
、
子
役
で
そ
れ
を
薄
め
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
長
編
の
連
続
コ
メ
デ
ィ
映
画
の

よ
う
に
階
級
関
係
を
避
け
て
通
れ
な
い
と
き
に
は
、
登
場
人
物
は
す
べ
て
満
ち
足
り
た
中
産
階
級
の
消
費
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
も

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ズ
は
、
万
人
を
ア
メ
リ
カ
の
中
産
階
級
の
標
準
に
合
わ
せ
る
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
ビ
ー
バ
ー
や
熊
や
ラ

イ
オ
ン
や
あ
ひ
る
に
い
た
る
ま
で
、
例
外
な
く
郊
外
に
住
む
中
産
階
級
の
よ
う
に
振
舞
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
、
中
産
階
級
の
生
活
様
式
に
代
表
さ
れ
る
消
費
文
化
を
賞
賛
す
る
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
拡
張
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

と
し
て
、
そ
の
機
能
を
十
二
分
に
果
た
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
ド
ル
フ
マ
ン
と
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
は
、『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
を
通
し
て
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ

れ
ら
は
、
次
の
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
漫
画
は
、
娯
楽
性
を
伴
い
な
が
ら
ア

メ
リ
カ
資
本
主
義
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
文
化
と
生
活
様
式
は
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
発
展
途
上
諸
国
の
読
み
手
に
植
え
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
発
展
途
上
諸
国
と
の
関
係
、
つ
ま
り
支
配
と
従
属
の
関
係
を
巧
み
に

正
当
化
し
、
そ
れ
を
発
展
途
上
諸
国
の
読
者
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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４　

文
化
帝
国
主
義
論
へ
の
批
判

　

⑴　
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
へ
の
批
判

　
「
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
」
を
含
む
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
漫
画
を
読
者
は
ど
の
よ
う
に
読
み
、
解
釈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
、

そ
れ
を
単
な
る
娯
楽
と
し
て
読
み
、
消
費
し
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み

と
っ
て
い
る
の
か
、
ア
メ
リ
カ
文
化
を
素
晴
ら
し
い
も
の
と
し
て
読
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
批
判
的
に
読
ん
で
い
る
の
か
、
あ

る
い
は
受
容
し
て
い
る
の
か
、
拒
否
し
て
い
る
の
か
。
果
た
し
て
そ
こ
で
は
文
化
帝
国
主
義
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
働
き
が
作
用
し
て

い
る
の
か
。

　

ト
ム
リ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
物
語
が
、
仮
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ラ
ン
ド
に
あ
る
黄
金
を
探
す
た
め
に
送
り
出
さ
れ

た
鳥
や
獣
た
ち
の
お
と
ぎ
話
で
は
な
く
、
資
本
主
義
的
な
世
界
観
を
暗
に
示
し
て
い
る
話
だ
と
し
て
も
、
問
わ
れ
る
の
は
誰
が
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
受
け
止
め
る
の
か
で
あ
る
と
い
う
。
要
は
ド
ル
フ
マ
ン
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
の
解
釈
の
文
学
的
・
批
評
的
価

値
で
も
な
い
し
、
彼
ら
の
社
会
経
済
的
分
析
の
正
し
さ
で
も
な
く
、
一
般
の
読
者
が
ど
の
よ
う
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
漫
画
を
読
ん
で
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　

ト
ム
リ
ン
ソ
ン
は
、
そ
の
意
味
で
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
で
は
、
読
者
に
よ
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
漫
画
の
読
ま
れ
方
、
そ
の

影
響
に
つ
い
て
何
の
説
明
も
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
ド
ル
フ
マ
ン
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
の
主
張
に
対
し
て
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

チ
リ
の
普
通
の
読
者
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
説
明
を
確
立
で
き
な
い
限
り
、
彼
ら
の
論
文
は
帝
国
主
義

的
な
テ
ク
ス
ト
を
政
治
的
に
読
ん
だ
だ
け
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
り
、
と
う
て
い
文
化
帝
国
主
義
に
つ
い
て
の
議
論
と
は
呼
べ
な
い
」（

（（
（

と

批
判
し
て
い
る
。

　

ド
ル
フ
マ
ン
、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
の
議
論
を
全
面
的
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
の
議
論
は
「
中
心
︱
周
辺
」
論
、「
従
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属
」
論
に
偏
り
過
ぎ
た
感
が
な
い
で
も
な
い
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
置
か
れ
た
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
と
の
経
済
関
係
を
文
化
に
汎
用
し
、
そ
こ
か
ら
文
化
帝
国
主
義
を
論
ず
る
の
に
は
や
や
難
点
が
あ
る
し
、
従
属
論
的
な
状

況
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
漫
画
の
世
界
に
描
か
れ
、
再
現
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
や
や
読
み
過
ぎ
の
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
。

　
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
で
、
彼
ら
が
列
挙
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
描
写
、
人
種
差
別
や
侵
略
主
義
が
暗
に
描
か
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
、
ド
ル
フ
マ
ン
と
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
、
そ
し
て
彼
ら
の
主
張
を
支
持
す
る
シ
ラ
ー
た
ち
の
受
け
止
め
方
、
読
み
方
に

過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
一
般
の
読
者
は
そ
れ
を
娯
楽
性
の
高
い
、
面
白
い
作
品
と
し
て
読
む
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
発
展
途
上

諸
国
側
の
受
け
手
が
、
そ
こ
に
資
本
主
義
文
化
に
よ
る
帝
国
主
義
的
な
支
配
な
る
も
の
を
感
じ
取
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

を
含
め
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
の
か
が
実
証
的
に
精
査
さ
れ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
文
化
帝
国
主
義
論
は
説

得
力
の
あ
る
言
説
と
は
い
え
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
文
化
帝
国
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
テ
キ
ス
ト
と
読
者
の
関
係
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し（（（
（

、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
の
み
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、
次
に
見
て
ゆ
く
よ
う
な
文
化
帝
国
主
義
の
典
型
と
さ
れ
る
他
の
ア
メ
リ
カ

製
の
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
等
に
対
象
を
広
げ
、
そ
れ
ら
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（（（
（

。

　

⑵　
「
ダ
ラ
ス
」
の
視
聴
に
関
す
る
調
査

　

文
化
帝
国
主
義
論
に
異
を
唱
え
る
研
究
の
素
材
と
な
っ
た
も
の
に
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
「
ダ
ラ
ス
」
が
あ
る（（（
（

。
こ
の

ド
ラ
マ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
国
内
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
む
全
世
界
で
視
聴
さ
れ
、
き
わ
め
て
人
気
の
高

か
っ
た
番
組
で
あ
る
。「
ダ
ラ
ス
化
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
、
世
界
の

メ
デ
ィ
ア
市
場
を
席
捲
し
て
い
る
と
い
う
、
文
化
帝
国
主
義
の
典
型
と
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
で
は
全
く
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
、
人
気
が
出
な
か
っ
た
。
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こ
の
「
ダ
ラ
ス
」
の
視
聴
実
態
に
関
す
る
調
査
が
リ
ー
ブ
ス
と
カ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た（（（
（

。
調
査
対
象
者
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

居
住
す
る
ア
ラ
ブ
人
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
移
住
し
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
、
ロ
シ
ア
か
ら
移
住
し
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
、
モ
ロ
ッ
コ

か
ら
移
住
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
、
キ
ブ
ツ
の
メ
ン
バ
ー
、
さ
ら
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
住
む
ア
メ
リ
カ
人
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
被
験
者

は
、
人
種
、
民
族
、
社
会
・
文
化
的
背
景
は
異
に
し
て
い
る
が
、
彼
ら
に
共
通
し
て
い
る
の
は
教
育
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
番
組
に
よ

る
影
響
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
高
卒
以
下
の
階
層
に
属
す
る
人
々
が
抽
出
さ
れ
た
。

　

調
査
結
果
は
予
想
に
反
す
る
も
の
で
、
文
化
帝
国
主
義
論
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。
と
い
う
の
も
、
人
び
と
は
、「
ダ

ラ
ス
」
を
好
ん
で
見
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
的
な
資
本
主
義
文
化
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
影
響
を
受
け
て

い
た
と
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
よ
う
な
証
拠
は
何
ら
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
文
化
帝
国
主
義
論

が
示
唆
す
る
よ
う
な
状
況
は
、
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
、
自
ら
の
文
化
的
背
景
に
沿
っ
て
、「
ダ
ラ
ス
」
を
視
聴
し
、
彼
ら
な
り
に

そ
の
内
容
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、「
ダ
ラ
ス
」
を
上
流
階
級
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
し

て
見
て
お
り
、
一
方
ソ
連
か
ら
の
ロ
シ
ア
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
堕
落
し
た
資
本
主
義
を
描
い
た
も
の
と
捉
え
て
い
た
。
ま
た
、
ア

ラ
ブ
人
と
ア
ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
不
道
徳
さ
を
見
て
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

文
化
帝
国
主
義
論
は
、
そ
も
そ
も
受
け
手
は
受
動
的
で
無
抵
抗
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
調
査
研
究
は
、
人
び
と
は
番
組
を
彼
ら
の
文
化
的
価
値
観
に
沿
っ
て
視
聴
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら

の
価
値
観
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
人
び
と
は
能
動
的
で
、
内
省
的
で
あ
り
、
映
像
リ
テ
ラ
シ
ー（（（
（

を
有
し
、
メ
デ
ィ

ア
の
テ
キ
ス
ト
を
再
解
釈
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
外
国
の
テ
レ
ビ
番
組
に
つ
い
て
も
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
ス
ク
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
権
力
者
が
決
し
て
予
測
で
き
な
い
統
制
不
能
な
方
法
で
、
番
組
の
意
味
づ
け
」（

（（
（

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
び
と
は
番
組
に
対
し
て
批
判
能
力
が
あ
り
、
操
作
と
文
化
的
な
侵
略
に
対
す
る
抵
抗
力
を
有
し
て
お
り（（（
（

、
し
か
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も
異
質
な
文
化
的
価
値
観
と
の
間
に
存
在
す
る
矛
盾
に
、
折
り
合
い
を
付
け
る
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
受
け
手
像
は
、
文
化
帝
国
主
義
論
が
主
張
し
て
き
た
文
化
的
な
支
配
と
影
響
の
再
考
を
促
す
大
き
な
発
見
で
あ
っ
た
。

　

⑶　

文
化
帝
国
主
義
の
皮
下
注
射
針
モ
デ
ル
的
視
点
へ
の
批
判

　

ロ
バ
ー
ト
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
帝
国
主
義
論
に
つ
い
て
、「
帝
国
主
義
と
い
う
基
本
的
な
用
語
に
つ
い

て
明
確
な
定
義
を
欠
い
て
お
り
」、
し
か
も
「
全
体
的
に
こ
の
議
論
を
支
え
る
実
証
的
な
証
拠
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
批
判
し
て
い

る
（
（（
（

。
確
か
に
本
稿
で
取
り
上
げ
た
シ
ラ
ー
、
ボ
イ
ド
・
バ
レ
ッ
ト
の
文
化
帝
国
主
義
論
は
、
従
属
論
的
な
視
点
か
ら
議
論
を
展
開
し

て
お
り
、
理
論
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
実
証
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
ド
ル
フ
マ
ン
と
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ル
も
従
属
論

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、
多
分
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
面
が
色
濃
く
出
て
お
り
、
し
か
も
実
証
的
で
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
生
産
物
が
世
界
市
場
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
人
々
が
文
化
的

に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
化
帝
国
主
義
と
い
う
議
論
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
世
界
中
に
ば
ら

ま
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
文
化
的
生
産
物
の
数
量
を
計
測
し
て
み
せ
る
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
視
聴
、
あ
る
い
は

受
容
の
実
態
と
そ
の
影
響
を
実
証
的
に
検
証
し
、
証
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
文
化
帝
国
主
義
論
は
、
受
容
す
る
側
で
あ
る
「
第
三
世
界
」
の
文
化
の
多
様
性
と
複
雑
性
を
無
視
し
て
き
た
。
第
三
世
界

の
文
化
を
一
括
り
に
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
そ
の
多
種
多
様
な
人
種
、
民
族
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
言
語
、
宗
教
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

階
級
等
の
存
在
、
そ
こ
に
あ
る
固
有
の
地
域
的
な
特
性
と
価
値
に
注
意
を
払
う
こ
と
を
怠
っ
て
き
た（（（
（

。
文
化
帝
国
主
義
論
は
、
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
「
テ
キ
ス
ト
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
・
社
会
の
文
脈
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
ち
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
か
を
十
分
吟
味
せ
ず
、
そ
れ
を
問
う
こ
と
を
疎
か
に
し
て
き
た
。

　

そ
れ
と
関
連
し
て
、
文
化
帝
国
主
義
論
で
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
「
テ
キ
ス
ト
」
は
多
義
的
で
あ
り
、
受
け
手
に
よ
っ
て
様
々
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な
解
釈
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
ま
た
、
影
響
は
送
り
手
側
か
ら
受
け
手
側
へ
と
い
う
一
方
的
な
も
の

で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
相
互
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
に
も
無
頓
着
で
あ
る
。
文
化
帝
国
主
義

論
は
、
短
絡
的
に
国
際
的
な
「
皮
下
注
射
針
モ
デ
ル
」
に
依
拠
し
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
直
接
的
な
強
力
効
果
と
受
け
手
の
受
動
性

を
前
提
と
し
た
議
論
を
展
開
し
て
き
た
点
が
、
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。

む
す
び
に
か
え
て

　

こ
れ
ま
で
文
化
帝
国
主
義
を
め
ぐ
る
言
説
と
議
論
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
の
言
説
の
擁
護
者
︱
︱
少
な
く
と
も
本
稿
で
取
り
上

げ
た
︱
︱
は
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
文
化
・
消
費
文
化
と
そ
の
推
進
役
で
あ
る
多
国
籍
企
業
、
そ
の
広
告
と
宣
伝
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
た
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
ま
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
漫
画
に
描
か
れ
る
支
配
と
従
属
と
い
う
経
済
関
係
の
正
当
化
に

文
化
帝
国
主
義
を
見
て
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
批
判
者
た
ち
は
、
文
化
帝
国
主
義
論
が
抱
え
る
問
題
点
、
例
え
ば
理
論
的
根

拠
を
実
証
的
に
示
し
得
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る
一
方
、
帝
国
主
義
に
関
す
る
理
論
的
裏
付
け
の
欠
如
、
受
け
手
に
関
す
る
間
違
っ

た
認
識
、
第
三
世
界
文
化
に
対
す
る
偏
狭
な
一
元
論
的
視
点
等
を
挙
げ
、
受
け
手
の
価
値
や
意
識
に
対
す
る
文
化
的
支
配
を
否
定
す

る
見
解
を
展
開
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
今
日
の
世
界
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
先
進
諸
国
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
文
化
か
ら
の
影
響
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
の

も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
も
っ
て
文
化
帝
国
主
義
論
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
文
化
帝
国
主
義
、
メ
デ
ィ
ア
帝
国
主

義
、
あ
る
い
は
文
化
的
支
配
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
の
は
、
や
や
短
兵
急
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
文
化
的
な
影
響
は
短
期
的
な
視
点
で
は
捉
え
ら
れ
ず
、
あ
る
程
度
長
期
的
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
短
期
的
に
は
文
化
帝
国
主
義
と
い
う
よ
う
な
議
論
に
な
り
が
ち
だ
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
そ
れ
は
文
化
変
容
、
社
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会
変
容
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
影
響
は
、
あ
る
程
度
相
互
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

次
に
、
情
報
化
に
よ
っ
て
、
文
化
帝
国
主
義
と
い
う
状
況
が
成
り
立
ち
難
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
先
進

諸
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
し
て
き
た
多
く
の
国
々
が
、
自
ら
の
ロ
ー
カ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
て
い
る（（（
（

。
ロ
ー
カ

ル
の
番
組
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
よ
う
な
異
質
な
場
所
で
生
ま
れ
た
輸
入
番
組
と
は
違
い
、
文
化
的
に
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
で
あ
る

た
め
に
、
地
元
の
視
聴
者
に
よ
っ
て
好
ま
れ
る
。
た
と
え
西
洋
の
メ
デ
ィ
ア
と
ソ
フ
ト
が
発
展
途
上
諸
国
に
輸
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、

ロ
ー
カ
ル
文
化
に
対
し
て
限
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ
ー
カ
ル
の
人
々
か
ら
支
持
を
得
る
た
め
に
は
、

多
国
籍
メ
デ
ィ
ア
企
業
は
そ
の
生
産
物
や
広
告
を
土
着
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
出
現
し
て
い
る（（（
（

。

　

最
後
に
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ア
メ
リ
カ
一
国
主
義
を
排
し
て
、
多
極
化
を
生
み
出
し
て
い
る（（（
（

。
そ
の

結
果
、
か
り
に
も
文
化
帝
国
主
義
が
主
張
す
る
よ
う
な
支
配
と
い
う
状
況
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
昨
今
イ
ン
ド
制
作

の
バ
リ
ウ
ッ
ド
映
画（（（
（

が
好
評
を
博
し
て
輸
出
が
伸
び
て
い
る
よ
う
に
、
逆
流
現
象
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
等
に

よ
る
一
方
的
な
支
配
と
い
う
構
図
は
崩
れ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る（（（
（

。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
を
見
て
検
証
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
（　

ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
は
、
構
造
帝
国
主
義
と
い
う
概
念
か
ら
、
帝
国
主
義
を
経
済
、
政
治
、
軍
事
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
文

化
の
五
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
帝
国
主
義
の
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
な
が

ら
、
中
心
の
周
辺
に
対
す
る
支
配
を
強
化
す
る
よ
う
に
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
い
る
。Johan Galtung, A

 structural theory of 
im

peralism
, Journal of Peace R

esearch. 8, 2, 1971, pp. 81-117.

（
2
（　

ボ
イ
ド
・
バ
レ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
文
化
帝
国
主
義
の
状
況
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
植
民
地
化
」
と
称
し
て
い
る
。

O
liver Boyd-Barrett, M

edia im
peralism

 refom
ulated, in D

aya K
ishan T

hussu(ed.), E
lectronic E

m
pires: global m

edia 
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and local resistance London: A
rnold, 1998, p. 1（7.

（
3
（　Cees J. H

am
elink, Cultural Im

peralism
, in Lynda Lee K

aid and Christina H
oltz-Bach(eds.), E

ncyclopedia of 
Political Com

m
unicaiton, V

ol. 1, Californai: Sage Publications, Inc., 2008, p. 1（0.

（
（
（　

阿
部
斉
、
内
田
満
編
『
現
代
政
治
学
小
辞
典
』
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
一
頁
。
金
森
久
雄
他
編
『
経
済
辞
典
第
４
版
』
有
斐

閣
、
二
〇
〇
二
年
、
八
七
三
頁
。

（
（
（　

こ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
を
理
論
的
に
位
置
づ
け
た
も
の
の
一
つ
に
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
論
』
が
あ
る
。
帝
国
主
義
は
、
最
高
度

の
独
占
段
階
に
至
っ
た
資
本
主
義
の
表
出
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
私
的
所
有
で
あ
る
資
本
主
義
が
独
占
段
階
に
達
す
る
と
、
国
家
権

力
と
癒
着
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
方
の
国
家
機
関
は
独
占
資
本
の
代
弁
者
と
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
国
家
の
行
動
と
結
び
つ
い
た

独
占
資
本
が
海
外
進
出
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
利
害
対
立
を
招
き
、
戦
争
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｖ
・
Ｉ
・
レ
ー
ニ
ン
著
、
宇

高
基
輔
訳
『
帝
国
主
義
論
︱
資
本
主
義
の
最
終
段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義
︱
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
六
年
。

（
6
（　H

aw
ard H

. Frederick, G
lobal Com

m
uncaiton and International R

elations, California: W
adsw

orth Publishing 
Coam

pany, 1993. 

川
端
末
人
、
武
市
英
雄
、
小
林
登
志
生
訳
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︱
新
世
界
秩
序
を
迎
え
た
メ

デ
ィ
ア
の
挑
戦
︱
』
松
柏
社
、
一
九
九
六
年
、
一
六
三
頁
。

（
7
（　

特
に
社
会
主
義
国
か
ら
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
な
優
位
性
に
基
づ
く
覇
権
的
な
支

配
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。

（
8
（　

鶴
木
眞
は
、
文
化
帝
国
主
義
が
新
世
界
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
秩
序
論
に
提
起
し
た
言
説
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は

次
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鶴
木
眞
『
情
報
政
治
学
』
三
嶺
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
四
九
〜
五
二
頁
。

（
9
（　Report by the International Com

m
ission for the Study of Com

m
unication Problem

 by Sean M
acBride, M

any 
V

oices, O
ne W

orld, 1980. 

永
井
道
雄
監
訳
『
多
く
の
声
、
一
つ
の
世
界
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
〇
年
、
九
八
頁
。

（
10
（　John T

om
linson, Cultural Im

peralism
: A

 Critical Introduction, London: Printer Publishuers, 199（.

片
岡
信
訳
『
文

化
帝
国
主
義
』
青
土
社
、
一
九
九
三
年
、
五
一
〜
六
六
頁
。

（
11
（　

文
化
を
ど
う
捉
え
る
か
に
は
多
く
の
議
論
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
生
活
様
式w

ay of life

と
し
て
お
き
た
い
。

（
12
（　G. Ritzer, T

he M
cdonaldization of Society, California: Sage Publication., Inc., 1993. 

こ
の
他
、「
文
化
の
コ
カ
・
コ
ー
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ラ
化
」「
文
化
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
化
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
も
さ
れ
る
。

（
13
（　

多
国
籍
企
業
（m

ultinational enterprise, m
ultinational corporation

（
は
、
国
連
の
定
義
で
は
二
カ
国
以
上
に
生
産
設
備
や

営
業
施
設
を
所
有
す
る
企
業
を
い
う
。
一
方
類
似
し
た
も
の
に
、
超
国
家
企
業
（transnational corporation

（
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

世
界
を
一
つ
の
市
場
と
認
識
し
て
戦
略
を
構
築
し
、
各
国
・
地
域
の
独
自
能
力
を
活
用
す
る
形
で
諸
活
動
を
統
合
し
、
国
や
国
籍
を
超
越

し
た
経
営
を
行
う
企
業
の
総
称
（
金
森
他
編
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
二
年
、
一
三
九
二
頁
（
を
指
す
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
両
者
を
厳
密
に

区
別
せ
ず
、
主
に
多
国
籍
企
業
を
用
い
る
。

（
1（
（　H

erber I. Schiller, Com
m

unication and Cultural D
om

ination, N
ew

 Y
ork: International A

rts and Sciences Press, 
1976, p. 9.

（
1（
（　H

erbert I. Schiller, T
he M

ind M
anagers, Boston: Beacon Press, 1973. 

斉
藤
文
男
訳
『
世
論
操
作
』、
青
木
書
店
、
一
九

八
三
年
、
一
六
二
頁
。

（
16
（　M

acBride

著
、
永
井
監
訳
、
前
掲
書
、
一
九
八
〇
年
、
九
八
頁
。

（
17
（　

こ
の
よ
う
な
支
配
は
、
軍
事
的
、
文
化
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
。
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
す
る
軍
事
目
的
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ

政
府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
衛
星
通
信
に
よ
る
効
果
的
な
監
視
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
通
信
技
術
は
、
商
業
放
送
で
の
ア

メ
リ
カ
・
モ
デ
ル
を
宣
伝
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。D

aya K
ishan T

hussu, International Com
m

unication: 
Continuity and Chnge, London: A

rnold, 2000, p. 62.

（
18
（　T

om
linson

著
、
片
岡
訳
、
前
掲
書
、
八
〇
頁
。

（
19
（　O

liver Boyd-Barrett, M
edia Im

peralism
: tow

ards an international fram
ew

ork for the analysis of m
ass m

edia, in 
Curran J., Gurevitch, M

. and W
oollacott, J.(eds.) M

ass Com
m

unication and Society, London: Edw
ard A

rnold, 1977, p. 
117.

（
20
（　A

riel D
orfm

an, A
rm

and M
attelart, Para leer al Pato D

onald, Siglo X
X

IEditores, Buenos A
ires/ M

exico, 1972.

　

D
orfm

an, M
attelart 

著
、
山
崎
カ
ヲ
ル
訳
『
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
を
読
む
』
晶
文
社
、
一
九
八
四 

年
。

（
21
（　

こ
の
著
書
は
、
チ
リ
に
お
け
る
左
翼
系
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
下
で
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
一
九
七
三
年
に
成
立

し
た
親
米
の
ピ
ノ
チ
ェ
ッ
ト
軍
事
政
権
に
な
る
と
同
書
は
焼
か
れ
、
著
者
た
ち
も
国
外
追
放
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
と
背
景
が
あ
る
。



307

文化帝国主義という言説

（
22
（　T

om
linson

著
、
片
岡
訳
、
前
掲
書
、
八
九
〜
九
〇
頁
。

（
23
（　Schiller

著
、
斉
藤
訳
、
前
掲
書
、
一
二
五
頁
。

（
2（
（　D

orfm
an, M

attelart

著
、
山
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。

（
2（
（　

同
右
、
一
七
八
頁
。

（
26
（　Sam

ir A
m

in, LʼA
ccum

ulation A
 LʼE

chelle M
ondiale, Editions A

ntropos: Paris, 1970. 

野
口
祐
他
訳
『
世
界
資
本
蓄
積

論　

世
界
的
規
模
に
お
け
る
資
本
蓄
積
』
柘
植
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
三
六
頁
。

（
27
（　A

ndre Gunder Frank, U
nderdevelopm

ent or R
evolution, 197（. 

大
崎
正
浩
他
訳
『
世
界
資
本
主
義
と
低
開
発　

収
奪
の

《
中
枢
︱
衛
星
》
構
造
』
柘
植
書
房
、
一
九
七
九
年
、
一
四
〜
一
七
頁
。

（
28
（　T

heotonio D
os Santos, Im

perialism
o y dependencia, M

exico: Ediciones Era, 1978. 

青
木
芳
夫
、
辻
豊
治
、
原
田
金
一

郎
訳
『
帝
国
主
義
と
従
属
』
柘
植
書
房
、
一
九
八
三
年
、
一
五
〇
頁
。

（
29
（　

同
右
、
一
三
一
頁
。

（
30
（　

中
心
︱
周
辺
論
、
従
属
論
に
近
い
議
論
と
し
て
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
論
が
あ
る
。
世
界

シ
ス
テ
ム
は
長
期
波
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
国
家
の
産
業
構
造
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
る
。
世
界
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

一
六
世
紀
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
西
欧
諸
国
は
、
中
心
と
し
て
他
の
周
辺
を
こ
の
世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
。

彼
は
こ
の
他
に
半
周
辺
を
措
定
し
て
い
た
。
中
心
︱
周
辺
論
、
従
属
論
は
東
ア
ジ
ア
地
域
の
よ
う
に
成
長
、
発
展
が
著
し
い
地
域
の
登
場

に
よ
っ
て
部
分
的
に
批
判
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
半
周
辺
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ

の
議
論
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。Im

m
anuel W

allerstein, H
istorical Capitalism

, 
London: V

erso, 1983. 

川
北
稔
訳
『
新
版　

史
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
資
本
主
義
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
。

（
31
（　D
orfm

an, M
attelart

著
、
山
崎
訳
、
前
掲
書
、
一
七
七
頁
。

（
32
（　

同
右
、
一
七
八
頁
。

（
33
（　Schiller

著
、
斉
藤
訳
、
前
掲
書
、
一
七
七
頁
。

（
3（
（　

同
右
、
一
二
四
頁
。

（
3（
（　T

om
linson

著
、
片
岡
訳
、
前
掲
書
、
九
二
頁
。
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（
36
（　

同
右
、
九
四
頁
。

（
37
（　

例
え
ば
、
藤
原
帰
一
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
映
画
の
「
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
・
デ
イ
」、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
「
ス
タ
ー･

ト
レ
ッ
ク
」
を
挙
げ
て
い
る
。
藤
原
帰
一
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
帝
国
︱
ア
メ
リ

カ
・
戦
争
・
現
代
世
界
︱
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
五
四
〜
七
三
頁
。

（
38
（　

Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
放
送
さ
れ
た
代
表
的
ソ
ー
プ
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
内
容
は
、
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
郊
外

に
農
場
を
持
つ
石
油
富
豪
た
ち
上
流
階
級
の
人
間
模
様
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

（
39
（　Elihu K

ats and T
. Libes, 

“Mutual A
id in the D

ecoding of D
alls: Prelim

inary N
otes from

 a Cross-Cultural Study

” 
in P. D

rum
m

onnd and R. Paterson(eds.), T
elevision in T

ransition, London: British Film
 Institute, 198（, pp. 187-198.

（
（0
（　Ibid.

（
（1
（　

映
像
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
受
け
手
が
制
作
者
や
作
品
の
意
図
や
広
告
・
宣
伝
等
か
ら
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
視
点
で

映
像
を
読
み
解
く
能
力
の
こ
と
を
指
す
。

（
（2
（　John Fiske, T

elevision Culture: popular pleasure and politics, H
utschon, 1987. 

伊
藤
守
、
藤
田
真
文
、
常
木
暎
生
、
吉

岡
至
、
小
林
直
毅
、
高
橋
徹
訳
『
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
︱
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
の
政
治
学
︱
』
梓
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
一
一
八

頁
。

（
（3
（　 T

om
linson

著
、
片
岡
訳
、
前
掲
書
、
一
〇
四
頁
。

（
（（
（　 Robert L. Stevenson, Com

m
unication, D

evelopm
ent and the T

hird W
orld: the global politics of inform

ation, 
N

ew
 Y

ork: Longm
an Inc., 1988, p. 38. 

（
（（
（　T

hussu, op. cit., p. 63.

（
（6
（　H

am
elink,  pp. 1（0-1（1.

（
（7
（　Jam
es Curran and M

ichael Gurevitch(eds.), M
ass M

edia and Society, London: Edw
ard A

rnold, 1991.

児
島
和
人
、

相
田
敏
彦
監
訳
『
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
：
新
た
な
理
論
的
潮
流
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一
九
七
頁
。

（
（8
（　 Jam

es Shanaban, Cultural Indication, in Stephen W
. Littlejohn, K

aren A
. Foss(eds.) E

ncyclpedia of Com
m

uni
cation T

heory V
ol. 2, California: Sage Publications, Inc., 2009, pp. 262-26（.
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（
（9
（　A

nita D
ighe, D

isenfranchised and D
isem

pow
ered: how

 the globalized m
edia treat their audience- a case from

 
India, Robert S. Fortner and M

ark Fackler(eds.), T
he H

andbook of G
lobal Com

m
uncaiton and M

edia E
thics, V

ol. II, 
W

est Sussex: Blackw
ell Publishing, 2011, p. （21.

（
（0
（　

本
多
周
爾
「
新
世
界
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
秩
序
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
」『
武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
第
五
輯
、

二
〇
一
二
年
、
四
一
〜
五
三
頁
。

（
（1
（　

イ
ン
ド
、
ボ
ン
ベ
イ
（
現
ム
ン
バ
イ
（
等
の
映
画
産
業
を
指
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
（H

ollyw
ood

（
に
な
ぞ
ら
え
て
、
ボ

ン
ベ
イ
の
Ｂ
を
冠
し
て
バ
リ
ウ
ッ
ド
（Bollyw

ood

（
と
い
わ
れ
る
。

（
（2
（　O

liver Boyd-Barrett, N
ew

 W
orld Inform

ation and Com
m

unication O
rder (N

W
ICO

), in Stephen W
. Littlejohn, 

K
aren A

. Foss(eds.) E
ncyclpedia of Com

m
unication T

heory V
ol. 2, California: Sage Publications, Inc., 2009, pp. 688-

690.  V
ijay M

isha, U
nderstanding Bollyw

ood, Fortner and Fackler(eds.), op. cit., 2011, pp. （77-（78.


